
栗原市の概要

1

花山地区「小さな拠点」づくり推進協議会設立
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花山地区「小さな拠点」づくり推進協議会 連携 栗原市
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住民の合意形成を図るため、
花山地区「小さな拠点」づくり推
進協議会を設立

【目的】

○地区が抱える課題に対する
住民意識と、求められる各種
サービス等の需要を把握する

○課題解決のための具体的な
取り組みを定める

○花山地区「小さな拠点」づくり
推進プランを策定し、地域が主
体となって実施・運営する体制
を構築する
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「小さな拠点」づくりモニター調査のテーマ
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「道の駅」の機能強化による「小さな拠点」の形成と季節居住の可能性の検討

地域の課題 調査の目的 調査の目標

●地区の中心部には、市役所支所
や診療所、郵便局、道の駅等の公
共的施設が集積しているが、沢沿い
に発達した各集落から中心部までの
除雪や交通アクセスに苦慮している。

●集落間の交通手段として市民バ
スが運行中だが、3つの集落では週
1便のみで利便性が低い。

●地区の中心部には、食料品を含
む日常生活用品を扱う店舗とガソリ
ンスタンドがあるが、後継者不足の
問題を抱える。

●地場産品等の活用等を通じた地
元雇用や賑わいの場の創出。

●豪雪地帯のため高齢者にとって
自宅から道路までの除雪と冬季の
交通が重い負担。

●旧花山村全域を調査対象とし、地
区中心部にある道の駅「路田里はな
やま」を活用して日用品等の買い物
や地元雇用も含めた賑わいの拠点
づくりを目指すとともに、高齢者の中
心地区における冬期居住の可能性
を探る。

●行政の支援のもと、栗原市合併時
に設立した「花山地区行政区長会」
が核となり、地域の関係団体に呼び
かけ、新たに「花山地区「小さな拠
点」づくり推進協議会」を立ち上げ、
検討を行う。

●地域内で活動する様々な活性化
団体で協議会を構成し、「小さな拠
点」づくりに向け協働しながら主体的
に取り組む体制の構築を図る。

●観光客向けの機能中心の「道の
駅」を地域住民にとっての生活拠点
とすべく機能併設強化を図るととも
に、地場産品の開発や販売を通じて
雇用開発を図り、賑わいを創出する
「小さな拠点」づくりを目指す。

●高齢者世帯の冬季の除雪等の重
い負担と不安や買い物の不便を解
消するための策として、「小さな拠
点」周辺での季節居住用の共同居
住施設の整備に向けた住民ニーズ
等について調査検討する。
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「小さな拠点」づくりモニター調査実施計画
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調査項目 調査内容 時期

関係団体等への参加要請
「小さな拠点」づくりに対する協力と推進協議会への
参加を地区内の関係団体に要請し、地域が一体と
なって取り組む体制を構築

9～10月

先進地現地調査
「小さな拠点」づくりに資するため、先進地（秋田県由
利本荘市）で現地調査を実施

11月

地域住民講演会
「小さな拠点」づくりに向けて、地域住民を対象に講演
会を開催（講師 弘前大学准教授 平井太郎氏）

11月

住民アンケート
生活サービスの現状や地域活動の実施状況及び住
民ニーズを把握するために、住民アンケートを実施

12月

「小さな拠点」づくり推進プラン
作成

地区の課題を解決するためにどのような拠点づくりを
進めるのかを具体的に定めた計画を作成

1月～2月

地域住民報告会
今後の取組に理解と協力を得るため、上記検討結果
を地域住民に報告

2～３月
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「小さな拠点」づくり候補地
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「小さな拠点」づくり候補地

座主集落
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「小さな拠点」づくりを検討する場所と構想

5

花山地区中心地、座主集落に
は、直径500mの範囲に主要な公
共的施設、店舗などが集積
【公共的施設】
市役所支所、コミュニティセンター、
診療所、郵便局、駐在所、幼稚園、道
の駅、農山村交流センター、ＪＡ支店、
商工会館
【民間サービス】
食料品店、ガソリンスタンド
※後継者がなく、閉店した場合、燃料
や食料が購入ができない事態に

○公共的施設や店舗が集積する中心
地を「小さな拠点」として活用し、観光
客向けの「道の駅」を地域住民にとっ
ての生活拠点とすべく機能強化を図る
○地域内を利便性の高いコミュニティ
バス、デマンドバスでつなぐ
○冬季に「小さな拠点」で生活できる
共同居住施設を整備することで、独居
や日常生活に支障のある高齢者の安
心な生活を提供
→ 住民同士の見守り・目配りによ
る孤独死防止を期待
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「小さな拠点」づくりの当初構想
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「道の駅」の
機能強化。
食料品や日
常生活用品
も販売

冬季の共同居住
施設を整備し、
独居や日常生活
に支障のある高
齢者に安心を

地域内を利
便性の高い
コミュニティ
バスやデマ
ンドバスで
つなぐ
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花山地区「小さな拠点」づくり推進協議会の活動記録
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▲同推進協議会総会 ▲先進地視察（秋田県由利本荘市）

▲住民講演会 講師 平井太郎氏（弘前大学准教授）
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34%

46%

6%

8%

人口減少について

かなり不安である

不安である

なんとも思わない

あまり不安はない

全く不安はない

その他

不明・無回答

23%

20%

16%

9%

3%

17%

12%

現在の住まいに住み続けたいかどうか

ぜひ将来も住み続けたい

できれば将来も住み続けたい

将来も住み続けざるを得ない

できれば将来は別の地域に移りたい

将来は他の地域に移るつもり（予定）

今はどちらともいえない、まだわからない

不明・無回答

日常生活に関するアンケート調査結果 例1

8

対象者1,085人、回答者905人、回答率83.4％
○全26の質問で住民の意向や要望を的確に吸い上げる

○調査からわかったこと。地区内でも地域や世代によって考え方が大きく異なる

調査結果
例



栗原市の概要

9

日常生活に関するアンケート調査結果 例2

9- 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

不明・無回答

その他

携帯電話の通話・通信のための電波が届かない

お墓の管理が十分にできない

近所に空き家が増えたり集会施設等が老朽化

近所に住んでいる人が少なくてさびしい

ひとり住まいでさびしい

郵便局や農協が近くになく、預貯金の出し入れが不便

台風、地震、豪雪など災害で被災のおそれ

クマ、イノシシなどの獣があらわれる

農地や森林などの手入れが十分にできない

除雪を含めた冬期間の生活

家族だけで身のまわりのことを十分にできない

移動が不便（公共交通機関が十分でない）

学校が遠い

働き口がない

急病時の対応、救急搬送に時間がかかる

地域内で十分な食料や日用品を買えない

日常生活での困り事・不安

10%

36%

33%

21%

冬期間だけ居住できる施設

利用意向＜65歳以上＞

ぜひ利用したい

利用料金や入居条件によって利用を検討したい

利用したくない

不明・無回答
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「小さな拠点」づくり実現に向けて
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現在、アンケート調査結果を分析しながら、「小さな拠点」づくりモデルプラン
作成に向けて役員会と協議会で検討中

「小さな拠点」づくりと同時に目指すもの

○震災で損なわれた観光をはじめとする地域産業の立て直し

○強い地域を作るため多世代の交流によるコミュニティの再興

○地区に安心して暮らすための新たな雇用の場の創出
例. 協議会役員が計画している太陽光発電と新規希望就農者（プラントスタッフ）の雇用

市内企業や大学から「小さな拠点」づくりにかかわる地域振興につながる提案あり

○都市部からの若者定住促進
例. 「国立花山青少年自然の家」に合宿にきた子どもたちを民泊につなげ、交流人口を増やす構想

▲国立花山青少年自然の家 ▲花山雪っこまつり

▲自然薯（特産品）
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栗原市花山へございん
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魅力あふれる栗原市へおいでください

（東京から新幹線で最短1時間58分）


